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ご
あ
い
さ
つ

こ
の
た
び
、区
内
の
伝
統
的
な
行
事
・
文
化
・
芸
能
の
保

存
・
継
承
を
目
的
と
し
た
垂
水
郷
土
芸
能
保
存
会
の
活
動

に
お
き
ま
し
て
、「
垂
水
の
布
団
太
鼓
」が
発
刊
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

垂
水
区
に
お
い
て
は
、海
神
社
の
氏
子
地
と
な
る
西
垂

水
、東
垂
水
、東
高
丸
、塩
屋
の
4
地
区
に
加
え
、舞
子
六
神

社
の
氏
子
地
で
あ
る
旧
山
田
村（
現
在
の
舞
子
）を
加
え
た

5
つ
の
布
団
太
鼓
が
古
く
よ
り
伝
え
ら
れ
て
お
り
、毎
年
、

こ
れ
ら
の
5
つ
の
布
団
太
鼓
が
巡
行
し
、各
地
で
行
わ
れ
る

垂
水
の
秋
祭
り
を
盛
大
に
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

現
在
で
は
、時
代
の
変
遷
と
と
も
に
生
活
様
式
が
大
き

く
変
化
し
、後
継
者
不
足
が
深
刻
化
す
る
な
ど
、各
地
の
伝

統
文
化
を
取
り
巻
く
状
況
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、各
地
の
特
色
あ
る
布
団
太
鼓

を
克
明
に
記
録
し
、後
世
に
継
承
す
る
本
誌
の
発
刊
は
、意

義
深
い
こ
と
で
あ
り
、垂
水
郷
土
芸
能
保
存
会
の
皆
さ
ん
を

は
じ
め
、作
成
に
あ
た
っ
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い

た
だ
い
た
各
地
域
の
青
年
会
の
皆
さ
ん
の
ご
尽
力
に
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の「
垂
水
の
布
団
太
鼓
」を
読
ま
れ
た
す
べ
て
の
方
々

が
、地
域
の
歴
史
や
伝
統
文
化
を
再
認
識
し
、垂
水
に
愛
着

と
誇
り
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
心
か
ら

祈
念
い
た
し
ま
す
。

皆
様
方
に
は
ご
清
祥
の
毎
日
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
、垂
水
郷
土
芸
能
保
存
会
に
お
い
て
、垂
水
区

の
伝
統
行
事
の
保
存
と
継
承
の
た
め
、垂
水
の
布
団
太
鼓
に

か
か
る
冊
子
を
作
成
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

作
成
に
あ
た
っ
て
は
、各
地
域
の
皆
様
に
布
団
太
鼓
に
関

す
る
資
料
を
ご
提
供
い
た
だ
く
な
ど
、多
く
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
、垂
水
郷
土
芸
能
保
存
会
と
し
て
の
冊

子
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

冊
子
の
作
成
に
関
係
さ
れ
た
皆
様
方
の
ご
協
力
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

本
冊
子
が
、今
後
、布
団
太
鼓
は
も
と
よ
り
、古
く
か
ら

伝
わ
る
地
域
毎
の
伝
統
行
事
の
継
承
に
役
立
つ
こ
と
を
願

い
、ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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舞子六神社舞子六神社 海神社海神社

垂
水
村
と
布
団
太
鼓

明
治
22
年
の
市
制
・
町
村
制
施
行
に
伴
い
、明
石
郡

垂
水
村
が
誕
生
し
た
。

当
時
の
垂
水
村
に
は
い
わ
ゆ
る
旧
7
か
村（
西
垂
水
、

東
垂
水
、塩
屋
、山
田（
現
在
の
舞
子
）、多
聞
、名
谷
、

下
畑
）と
呼
ば
れ
る
大
字
が
存
在
し
て
い
た
。

現
在
の
布
団
太
鼓
は
、海
神
社
の
氏
子
地
区
で
あ
る

西
垂
水
、東
垂
水
、東
高
丸
、塩
屋
に
そ
れ
ぞ
れ
１
台
ず

つ
、舞
子
六
神
社
の
氏
子
地
区
で
あ
る
山
田（
現
在
の
舞

子
）に
1
台
存
在
す
る
。

明
治
22
年
の
市
制
・
町
村
制
施
行
に
伴
い
、明
石
郡

垂
水
村
が
誕
生
し
た
。

当
時
の
垂
水
村
に
は
い
わ
ゆ
る
旧
7
か
村（
西
垂
水
、

東
垂
水
、塩
屋
、山
田（
現
在
の
舞
子
）、多
聞
、名
谷
、

下
畑
）と
呼
ば
れ
る
大
字
が
存
在
し
て
い
た
。

現
在
の
布
団
太
鼓
は
、海
神
社
の
氏
子
地
区
で
あ
る

西
垂
水
、東
垂
水
、東
高
丸
、塩
屋
に
そ
れ
ぞ
れ
１
台
ず

つ
、舞
子
六
神
社
の
氏
子
地
区
で
あ
る
山
田（
現
在
の
舞

子
）に
1
台
存
在
す
る
。

海神社海神社
垂水駅垂水駅

塩屋駅塩屋駅

舞子駅舞子駅

垂水区役所垂水区役所

養勝寺養勝寺

塩屋若宮神社塩屋若宮神社
塩屋太鼓倉塩屋太鼓倉

瑞丘八幡神社瑞丘八幡神社

舞子六神社舞子六神社
舞子太鼓倉舞子太鼓倉

東垂水太鼓倉東垂水太鼓倉

東高丸太鼓拠点東高丸太鼓拠点

西垂水太鼓倉西垂水太鼓倉

塩
屋
村

塩
屋
村

東
垂
水
村

東
垂
水
村

西
垂
水
村

西
垂
水
村

山
田
村

山
田
村

名
谷
村

名
谷
村

多
聞
村

多
聞
村

下
畑
村

下
畑
村

垂水の布団太鼓 ｜ 垂水村と布団太鼓4 垂水村と布団太鼓 ｜ 垂水の布団太鼓 3



布団締め
布団

勅額

布団台

昼提灯

水引幕

高欄掛

横棒

綱綱 三木型三木型

淡路型淡路型

帯帯

ゴマ（台車）

狭間彫刻 木鼻

枡組雲板

土呂台

縦棒

跳高欄

 布団
平屋根の三段布団である。布団に刺繍が入るのは大変珍し
く垂水の太鼓の特徴である。

 布団締め
帯の布団締めと綱の布団締めがある。

 ゴマ（台車）
布団太鼓は櫓と台車に別れており、移動や豪快に走る時は、櫓は台車にターンバック
ルで固定されている。前後にブレーキ係が配置されており、ブレーキは木製のウェッ
ジをゴマの下に入れてスピードを調整する。ここが布団太鼓運行の心臓部である。

 布団台
淡路型と三木型と呼ばれる布団台がある。

ゴマとよばれる木製で頑丈に造られて
おり鋼鉄の六つの車輪が埋め込まれて
いる。

ブレーキを吊っているロープの結び方
が船のモヤイ結びと同じところが海の
祭りの象徴である。

 勅額
氏神様を祭る神社を掲げている。

 昼提灯
龍や神社などの絵柄
ある。かつては、夜提
灯も存在した。

 土呂台
泥台とも呼ばれ、布団太鼓の土台となるところ。土呂幕の形
状は、平格子、菱格子、まれには彫刻が施されたものがある。

 水引幕
金糸などの豪華な刺
繍が施されたもので、
阿吽の龍などの絵柄
が用いられる。

 高欄掛
豪華な刺繍で龍、虎、鯱、唐獅子、武者の退治物や合戦物が
ある。

 半鐘
垂水の布団太鼓に
半鐘がつくのは、
東垂水の壇尻文
化のなごりとされ
る。

半鐘

各部名称
布
団
太
鼓
構
造
図
・
名
称

垂水の布団太鼓 ｜ 布団太鼓構造図・名称6 布団太鼓構造図・名称 ｜ 垂水の布団太鼓 5



西
垂
水

西
垂
水

西
垂
水
の
布
団
太
鼓
巡
行
は
10
月
10
日

か
ら
12
日
の
3
日
間
練
る
。

10
月
10
日
、『
や
ー
そ
ー
こ
い
』の
音
頭
と

と
も
に
海
岸
通
に
あ
る
太
鼓
倉
か
ら
出
て
布

団
太
鼓
の
巡
行
が
始
ま
る
。

『
さ
ぁ
よ
ー
い
や
ー
さ
ー
』の
音
頭
で
差
し

上
げ
を
行
い
、太
鼓
を
ゴ
マ
に
載
せ
、霞
ヶ
丘
、

星
陵
台
方
面
へ
巡
行
す
る
。

11
日
は
午
前
中
に
西
垂
水
の
鎮
守
で
あ
る

瑞
丘
八
幡
神
社（
通
称
八
幡
さ
ん
）に
宮
入
す

る
。午

後
か
ら
は
子
供
奉
仕
で
あ
る
。『
え
ー
ら

い
や
っ
ち
ゃ
ー
』の
音
頭
で
子
供
達
と
一
緒
に

太
鼓
を
引
っ
張
り
、垂
水
の
商
店
街
を
巡
行

す
る
。

海
神
社
へ
の
宮
入
は
11
日
宵
宮
と
12
日
本

宮
に
行
う
。

12
日
は
垂
水
レ
バ
ン
テ
広
場
に
て
西
垂
水
、

東
垂
水
の
練
り
合
わ
せ
を
行
い
、祭
り
の
ク
ラ

イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
る
。

黒
檀
、
紫
檀
、
鉄
刃
木
を
ふ
ん
だ
ん
に

　
　
　
　
　
　
使
用
し
た
自
慢
の
布
団
太
鼓

黒
檀
、
紫
檀
、
鉄
刃
木
を
ふ
ん
だ
ん
に

　
　
　
　
　
　
使
用
し
た
自
慢
の
布
団
太
鼓

斉
藤
実
盛
が
稲
の
切
り
株
に
脚
を
取
れ
ら
た
こ
と
で

首
を
打
た
れ
、そ
の
恨
み
で
稲
の
害
虫
に
な
っ
た

故
事
か
ら
由
来
し
た
虫
送
り
の
音
頭
で
あ
る
。

西
垂
水
が
漁
業
だ
け
で
な
く
農
業
も
盛
ん
で

あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。

実
盛

 

ご
上
洛

  

稲
の
虫
や

   

お
ー
共
せ
い

●正面挟間彫刻は吉田繁治作『天の岩戸』

●水引幕は須磨細川作『阿吽の龍』

●布団の四面には『八大龍王』とよばれる八匹の龍の刺
繍が施されている

●西垂水の子供奉仕

垂水の布団太鼓 ｜ 西垂水布団太鼓8 西垂水布団太鼓 ｜ 垂水の布団太鼓 7



垂
水
の
布
団
太
鼓
は
、時
に
荒
々
し
く
、時
に
優
雅
に
垂
水
の
町
を
練
る
。

全
速
で
走
る
、曲
が
る
、止
ま
る
、そ
し
て
担
ぎ
天
高
く
差
し
上
げ
る
。

こ
れ
が
垂
水
の
布
団
太
鼓
の
特
徴
で
あ
る
。

布
団
太
鼓
は
、担
き
手
達
の
推
進
力
、

担
き
棒
の
前
後
先
に
い
る
棒
鼻
と
呼
ば
れ
る
担
き
手
の
舵
取
り
、

ブ
レ
ー
キ
係
の
息
の
合
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
、

追
子
の
音
頭
、

拍
子
木
こ
れ
ら
が
ひ
と
つ
に
な
り
練
る
こ
と
が
で
き
る
。

東
垂
水

東
垂
水

東
垂
水
の
布
団
太
鼓
巡
行
は
10
月
11
日

か
ら
始
ま
る
。

10
日
の
晩
に
肩
合
せ
と
呼
ば
れ
る
担
ぎ
の

練
習
を
行
う
。

11
日
の
早
朝
、海
神
社
の
東
側
に
あ
る
太

鼓
倉
か
ら
出
た
太
鼓
は
、笹
を
囃
す
追
子
の

『
そ
ら
ー
で
っ
て
こ
ぉ
ー
や
ぁ
ー
』の
音
頭
と
と

も
に
国
道
2
号
線
を
全
速
で
練
り
海
神
社
へ

向
か
う
。

海
神
社
で
お
祓
い
を
受
け
た
後
、再
び
国

道
2
号
線
を
東
方
面
に『
や
っ
さ
ー
や
っ

さ
ー
』の
音
頭
で
練
り
東
垂
水
地
区
内
を
練

る
。午

後
か
ら
は
子
供
達
と
一
緒
に
太
鼓
を

引
っ
張
り
垂
水
の
商
店
街
を
巡
行
す
る
。

午
後
4
時
頃
か
ら
東
垂
水
、西
垂
水
の
布

団
太
鼓
が
宮
入
に
向
け
て
馬
場
先
と
呼
ば
れ

る
浜
の
大
鳥
居
の
あ
る
参
道
を
練
り
試
験
曳

き
を
行
う
。

宮
入
は
西
垂
水
と
同
じ
11
日
宵
宮
と
12

日
本
宮
で
行
う
。

か
つ
て
の
壇
尻
を
彷
彿
と
さ
せ
る

　
　
　
　
　 

豪
快
な
走
り
の
布
団
太
鼓

か
つ
て
の
壇
尻
を
彷
彿
と
さ
せ
る

　
　
　
　
　 

豪
快
な
走
り
の
布
団
太
鼓

太
鼓
の
練
り

●東垂水の布団太鼓は、三木型といわれる豪華な二段の
雲板が特徴である

●昼提灯は『鯉』

浜の大鳥居を全速で
曲がる練りは最大の

見せ所である。

全速で相手の太鼓の
手前で止める『寸止め』
は棒鼻、ブレーキ係の
息の合った技である。

●高欄掛では珍しいお城の図柄であり、これはかつて存
在した『須磨の松岡城』である

●平成18年に新調した二重透かうっとり彫りの跳ね高欄

垂水の布団太鼓 ｜ 東垂水布団太鼓10 東垂水布団太鼓 ｜ 垂水の布団太鼓 9



氏
子
4
地
区
の
太
鼓
が
海
神
社
へ
宮
入
す
る
。

布
団
太
鼓
の
宮
入
は
に
ぎ
や
か
し
と
し
て
、

氏
子
達
が
秋
祭
り
を
盛
り
上
げ
る
ひ
と
つ
と
さ
れ
て
い
る
。

宮
入
を
す
る
に
は
、宮
入
之
証
が
必
要
で
あ
る
。

宮
入
之
証
は
11
日
浜
の
大
鳥
居
を
一
番
に
く
ぐ
る
地
区
が

海
神
社
か
ら
受
け
取
り
宮
入
後
次
の
地
区
に
手
渡
す
。

宮
入
は
大
鳥
居
を
く
ぐ
り
国
道
2
号
線
で

右
回
り
に
一
回
差
し
上
げ
石
鳥
居
を
く
ぐ
り

社
殿
前
ま
で
布
団
太
鼓
を
持
っ
て
く
る
。

平
成
28
年
の
12
日
の
宮
入
は

東
垂
水
、西
垂
水
、塩
屋
、東
高
丸
の
順
で
の
宮
入
で
あ
っ
た
。

海
神
社
へ
の
宮
入

東
高
丸

東
高
丸

東
高
丸
の
布
団
太
鼓
巡
行
は
東
垂
水
の
丘

陵
地
に
あ
る
養
勝
寺
を
拠
点
に
10
月
10
日
か

ら
12
日
の
3
日
間
練
る
。

現
在
東
高
丸
に
太
鼓
倉
は
な
く
、養
勝
寺
に

解
体
し
て
保
管
し
て
い
る
。毎
年
祭
り
前
の
休

日
に
養
勝
寺
境
内
に
て
布
団
太
鼓
の
組
立
を

行
う
。

平
成
28
年
度
は
左
記
の
日
程
で
執
り
行
わ

れ
た
。10月

10
日
は
ジ
ェ
ー
ム
ス
山
方
面
を
巡
行
し

た
。途
中
で
塩
屋
の
布
団
太
鼓
と
合
流
し
て
2

台
で
イ
オ
ン
ジ
ェ
ー
ム
ス
山
に
向
か
い
イ
オ
ン
の

広
場
で
塩
屋
の
太
鼓
と
練
り
合
わ
せ
を
行
う
。

『
や
ー
そ
ー
こ
い
』の
太
鼓
長
の
音
頭
で
ゴ
マ
か
ら

太
鼓
を
外
し
担
ぐ
。『
さ
ー
し
ま
ー
し
ょ
』の
音

頭
で
差
し
上
げ
を
行
う
姿
は
、豪
快
に
走
る
布

団
太
鼓
と
は
ま
た
別
の
表
情
が
魅
力
で
あ
る
。

11
日
は
乙
木
小
学
校
、東
垂
水
小
学
校
の
校

外
学
習
の
一
環
と
し
て
児
童
達
が『
え
ー
ら
い

や
っ
ち
ゃ
』の
掛
け
声
で
太
鼓
を
引
っ
張
り
、地
域

一
体
と
な
って
地
元
の
お
祭
を
盛
り
上
げ
る
。

12
日
は
海
神
社
宮
入
の
た
め
垂
水
に
下
り

る
。昨
年
は
東
高
丸
の
夜
宮
で
の
初
め
て
の
宮

入
で
あ
る
。ま
た
四
地
区
の
布
団
太
鼓
が
一
同

に
会
し
垂
水
漁
港
で
迫
力
の
4
台
練
り
が
行

わ
れ
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

梶
内
だ
ん
じ
り
先
代

　
　
　
　
梶
内
近
一
氏
作
の
布
団
太
鼓

梶
内
だ
ん
じ
り
先
代

　
　
　
　
梶
内
近
一
氏
作
の
布
団
太
鼓

宮入之証

海神社へと
続く馬場先
（参拝道）

●高欄掛けは『甲賀三郎飛龍退治』

●東高丸の子供奉仕

●昼提灯は『二見ヶ裏の日の出』

●夜宮での海神社宮入
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布
団
太
鼓
を
練
る
時
、

『
は
ー
や
っ
さ
、は
ー
や
っ
さ
』の
太
鼓
長
の
音
頭
か
ら
始
ま
る
。

そ
し
て
追
子
の

『
そ
ら
ー
、で
て
こ
ー
ぉ
ー
い
、や
ー
』の

音
頭
で
太
鼓
が
動
き
だ
す
。

追
子
と
担
き
手
達
が
交
互
に

『
え
ー
ら
い
や
っ
ち
ゃ
ー
』の
音
頭
で
太
鼓
を
練
る
。

布
団
太
鼓
を
腕
で
担
ぐ
時
は
、

『
や
ー
そ
ー
こ
い
』の
音
頭
で
担
ぐ
。

肩
を
入
れ
差
し
上
げ
で
担
ぐ
時
は
、

『
さ
ぁ
よ
ー
い
や
ー
さ
ー
』の
音
頭
で
担
ぎ

『
さ
ー
し
ま
ー
し
ょ
』の
音
頭
で
差
し
上
げ
る
。

『
ま
ー
か
ー
せ
、ま
ー
か
ー
せ
、

さ
ぁ
よ
い
や
ー
ま
ー
か
ー
せ
』

の
音
頭
で
肩
に
落
と
し
担
ぐ
。

布
団
太
鼓
の
巡
行
を
終
え
る
時
は
、

『
う
ー
と
ー
け
、

あ
ー
も
ー
ひ
と
つ
こ
い
、

い
ぉ
ー
て
し
ゃ
ん
の
、

お
し
ゃ
ん
の
し
ゃ
ん
の
、

し
ゃ
ん
と
こ
せ
ー
、

ち
ゃ
ー
ん
こ
、

や
ー
そ
ー
こ
い
、

や
ー
そ
ー
こ
い
』

の
音
頭
で
終
了
す
る
。

途
中
に
鳴
り
太
鼓
が
入
る
。

塩  

屋

塩  

屋

塩
屋
の
布
団
太
鼓
は
約
半
世
紀
間
途
絶
え

て
い
た
が
平
成
21
年
に
巡
行
を
復
活
さ
せ
平
成

25
年
に
は
海
神
社
宮
入
も
再
開
し
た
。

塩
屋
の
布
団
太
鼓
巡
行
も
例
年
10
月
10
日

か
ら
12
日
ま
で
の
3
日
間
練
る
。

塩
屋
の
鎮
守
で
あ
る
若
宮
神
社
の
す
ぐ
横
に

太
鼓
倉
が
あ
る
。

10
月
10
日
太
鼓
長
の『
ど
ー
ん
て
ー
ん
ひ
と

つ
、ど
ー
ん
て
ー
ん
ふ
た
つ
、ど
ー
ん
て
ー
ん
み
っ

つ
で
、あ
ー
さ
ー
し
ー
ず
ー
め
ー
て
』の
音
頭
と

と
も
に『
や
ー
そ
ー
こ
い
』で
太
鼓
が
太
鼓
倉
か

ら
出
て
塩
屋
の
太
鼓
巡
行
が
始
ま
る
。太
鼓
倉

か
ら
担
が
れ
た
太
鼓
は
ゴ
マ
に
載
せ
ジ
ェ
ー
ム
ス

山
方
面
を
巡
行
す
る
。

11
日
昼
間
は
塩
屋
地
区
内
を
巡
行
す
る
。

夜
、塩
屋
漁
港
に
て
翌
日
の
海
神
社
宮
入
に
向

け
ト
レ
ー
ラ
ー
に
太
鼓
を
載
せ
垂
水
漁
港
に
向

か
う
。昔
は
国
道
2
号
線
を
練
り
海
神
社
へ
宮

入
し
て
い
た
。

12
日
、海
神
社
へ
の
宮
入
で
あ
る
。浜
の
大
鳥

居
の
手
前
で
太
鼓
を
ゴ
マ
か
ら
外
し
馬
場
先
を

担
い
で
上
が
り
宮
入
を
行
う
。

約
半
世
紀
ぶ
り
に
復
活
を

　
　
　
遂
げ
た
塩
屋
布
団
太
鼓

約
半
世
紀
ぶ
り
に
復
活
を

　
　
　
遂
げ
た
塩
屋
布
団
太
鼓

太
鼓
の
音
頭

●平成24年に新調した昼提灯は『阿吽の龍』

●本荘の布団太鼓から受け継いだ龍の挟間彫刻と鶴の雲板

●本荘の布団太鼓から受け継いだ龍の布団締め

●塩屋の子供奉仕
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小松宮彰仁親王様が書かれた勅額小松宮彰仁親王様が書かれた勅額

現
在
の
布
団
太
鼓
は
明
治
29
年
に
日
清
戦
争
の
戦
勝
記
念
に
制
作

さ
れ
た
。

西
垂
水
村
に
は
、有
栖
川
宮
家
の
別
荘（
現
在
の
舞
子
ビ
ラ
）が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、小
松
宮
彰
仁
親
王
様
が
書
か
れ
た
勅
額
が
海
神
社
の
社

殿
と
西
垂
水
の
太
鼓
倉
に
あ
り
、布
団
太
鼓
に
も
菊
花
紋
章
が
使
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
大
変
興
味
深
い
。

材
料
は
黒
檀
、紫
檀
、鉄
刃
木
な
ど
の
唐
木
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し

て
い
る
た
め
か
な
り
の
重
量
が
あ
る
。

淡
路
島
五
色
町
の
大
工
職
人
が
や
っ
て
来
て
西
垂
水
村
で
布
団
太

鼓
を
組
み
上
げ
た
そ
う
で
あ
る
。

西
垂
水
の
太
鼓
巡
行
は
、昭
和
30
年
代
中
頃
諸
事
情
に
よ
り
巡
行

を
中
断
し
て
い
た
が
昭
和
48
年
に
復
活
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

か
つ
て
は
神
戸
ま
つ
り
や
明
石
海
峡
大
橋
開
通
記
念
パ
レ
ー
ド
に
も

参
加
し
た
。

西
垂
水
布
団
太
鼓
の
歴
史

明
石
市
史
の
記
録
に
よ
る
と
明
治
2
年
の
岩
屋
神

社
秋
の
例
大
祭
で
明
石
城
に
20
台
の
太
鼓
が
集
ま
っ

た
。そ
の
う
ち
の
1
台
が
東
垂
水
の
布
団
太
鼓
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、東
垂
水
の
布
団
太
鼓
巡
行
は
、

140
年
以
上
前
か
ら
練
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。そ
の
先

代
の
太
鼓
は
明
治
38
年
頃
に
塩
屋
に
譲
っ
た
。

二
代
目
は
だ
ん
じ
り
を
淡
路
島
か
ら
購
入
し
た
。

黒
檀
、紫
檀
、欅
を
使
用
し
た
大
変
立
派
な
だ
ん
じ

り
で
あ
り
、鳴
り
物
は
大
太
鼓
、小
太
鼓
、す
り
鉦
、

半
鐘
で
あ
っ
た
。

昭
和
33
年
頃
ま
で
練
り
、東
灘
区
本
住
吉
神
社
の

西
區
に
売
却
し
た
。

三
代
目
と
な
る
現
在
の
布
団
太
鼓
は
昭
和
34
年

に
購
入
し
た
。

そ
の
後
何
度
か
の
改
修
に
よ
り
布
団
の
刺
繍
、布

団
台
の
意
匠
を
変
更
し
て
い
る
。

平
成
18
年
の
大
改
修
で
は
、布
団
、布
団
台
、雲

板
、跳
高
欄
等
を
新
調
し
た
。

東
垂
水
布
団
太
鼓
の
歴
史
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塩
屋
の
布
団
太
鼓
巡
行
は
明
治
38
年
頃
東
垂
水
の
布
団
太
鼓
を
譲

り
受
け
て
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
。

当
時
は
11
日
に
午
後
か
ら
布
団
太
鼓
を
出
し
滝
の
茶
屋
か
ら
国
鉄

須
磨
駅
付
近
ま
で
の
国
道
2
号
線
を
練
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

12
日
の
午
前
中
に
国
道
2
号
線
を
練
り
海
神
社
へ
宮
入
を
し
た
。昭

和
30
年
代
中
頃
、国
道
2
号
線
の
交
通
量
増
加
な
ど
の
諸
事
情
に
よ
り

海
神
社
へ
の
宮
入
は
な
く
な
っ
た
。そ
の
後
5
年
ほ
ど
塩
屋
の
浜
に
11
日

12
日
と
布
団
太
鼓
を
飾
っ
て
い
た
が
、昭
和
43
年
頃
に
売
却
し
た
。

平
成
20
年
、加
古
郡
播
磨
町
本
荘
地
区
の
布
団
太
鼓
を
購
入
、五

段
の
布
団
が
特
徴
的
な
布
団
太
鼓
で
あ
っ
た
。そ
の
年
は
塩
屋
の
浜
に

飾
り
、平
成
21
年
よ
り
塩
屋
の
布
団
太
鼓
巡
行
が
復
活
し
た
。そ
の
後

平
成
23
年
に
三
段
布
団
に
新
調
、本
体
を
大
改
修
し
て
現
在
の
姿
に

な
っ
た
。

塩
屋
布
団
太
鼓
の
歴
史

東
高
丸
の
布
団
太
鼓
巡
行
は
、昭
和
10
年
頃
か
ら

始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
。

先
代
の
布
団
太
鼓
は
、淡
路
島
か
ら
購
入
し
て
昭

和
29
年
頃
ま
で
練
る
。

現
在
の
布
団
太
鼓
は
二
代
目
で
あ
り
、昭
和
30
年

頃
に
淡
路
島
梶
内
だ
ん
じ
り
よ
り
購
入
し
た
。

新
調
し
た
衣
装
一
式
は
、先
代
梶
内
近
一
氏
の
最

高
傑
作
品
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
布
団
締
め
、布
団
台
、挟
間
彫
刻
等
を
新
調

し
て
現
在
の
姿
に
な
っ
た
。

海
神
社
へ
の
宮
入
は
昭
和
30
年
代
中
頃
か
ら
国
道

の
交
通
量
増
加
に
よ
り
な
く
な
っ
た
。

そ
の
後
は
地
区
内
の
み
の
巡
行
に
留
ま
り
、布
団
太

鼓
を
出
さ
な
い
年
も
何
年
か
あ
り
、昭
和
63
年
頃
の
巡

行
を
最
後
に
し
ば
ら
く
の
間
、中
断
さ
れ
て
い
た
。

平
成
に
入
り
、昔
の
担
き
手
の
メ
ン
バ
ー
達
が
青
年

会
を
結
成
し
て
、平
成
16
年
に
布
団
太
鼓
巡
行
を
復

活
さ
せ
た
。

東
高
丸
布
団
太
鼓
の
歴
史

屋台のみが現存する
先代の布団太鼓
屋台のみが現存する
先代の布団太鼓
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舞
子
の
布
団
太
鼓
は
、昭
和
30
年
代
後
半

に
焼
失
し
て
以
来
、長
年
途
絶
え
て
い
た
が
、

平
成
10
年
に
淡
路
の
岩
屋
神
社
か
ら
譲
り
受

け
た
も
の
を
全
面
修
復
し
て
復
活
さ
せ
た
。

復
活
し
て
2
年
間
程
は
国
道
2
号
線
お
よ

び
舞
子
多
聞
線
の
通
行
許
可
が
得
ら
れ
ず
、

旧
山
陽
道
の
往
復
の
み
の
巡
行
で
あ
っ
た
が
、

4
年
目
に
し
て
初
め
て
国
道
2
号
線
を
通

り
、西
舞
子
2
丁
目
か
ら
7
丁
目
ま
で
巡
行

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

太
鼓
の
巡
行
は
、9
日
大
祭
の
日
の
午
前

中
に
旧
山
陽
道
を
往
復
巡
行
し
、午
後
に
は

西
舞
子
2
丁
目
か
ら
7
丁
目
を
巡
る
巡
行
が

始
ま
る
。

六
神
社
か
ら
国
道
2
号
線
を
通
り
、県
道

舞
子
多
聞
線
へ
と
入
っ
て
い
く
。県
道
舞
子
多

聞
線
の
高
架
下
で
の
坂
道
疾
走
は
一
番
の
醍

醐
味
で
あ
る
。そ
の
後
、山
陽
西
舞
子
駅
で
神

輿
等
と
合
流
し
た
あ
と
は
、二
百
メ
ー
ト
ル
の

大
行
列
と
な
っ
て
巡
行
し
て
い
く
。こ
の
巡
行

は
、途
中
、御
旅
所
で
あ
る
舞
子
小
学
校
や
舞

子
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
寄
り
、休
憩
や
太

鼓
の
差
し
上
げ
を
行
い
な
が
ら
西
舞
子
地
域

を
巡
行
す
る
。

巡
行
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
し
て
、明
石
海

峡
の
雄
大
な
景
色
を
背
景
に
し
た
大
橋
袂
で

の
差
し
上
げ
を
最
後
に
、舞
子
六
神
社
へ
と

戻
っ
て
い
く
。

明
石
市
旧
七
軒
町
か
ら
受
け
継
い
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伝
統
あ
る
布
団
太
鼓

明
石
市
旧
七
軒
町
か
ら
受
け
継
い
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伝
統
あ
る
布
団
太
鼓

●高欄掛は退治物

●挟間は明治39年作松本義廣氏

●平成22年に平屋根から反り屋根に改修した。

●布団太鼓、親神輿、子供神輿、子供太鼓がならぶ姿は
圧巻である。
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舞
子
の
布
団
太
鼓
の
生
い
立

ち
は
、資
料
保
管
倉
が
過
去
2

度
に
わ
た
り
火
災
に
あ
い
紛
失

し
て
い
る
こ
と
か
ら
完
全
な
資

料
が
現
存
し
て
お
ら
ず
、各
人

の
語
り
継
ぎ
に
よ
る
。

　

舞
子
六
神
社
の
神
輿
は
明
治

12
年
に
再
建
し
て
い
る
。同
時
に

布
団
太
鼓
2
台
を
新
調
し
た
と

思
わ
れ
る
。

　

神
輿
と
神
輿
を
載
せ
る
台
車

は
京
都
で
作
ら
せ
た
の
で
は
な

い
か
と
言
わ
れ
て
お
り
、そ
の
時

期
に
布
団
太
鼓
の
金
刺
繍
を
買

い
入
れ
、当
時
の
青
年
会
が
開

い
た
地
域
の
若
い
衆
総
会
で
、総

代
会
の
方
々
の
指
示
に
よ
り
、太

鼓
の
幕
・
掛
け
幕（
水
引
き
）提

灯
等
、龍
の
刺
繍
を
台
布
に
縫

い
付
け
た
と
聞
い
て
い
る
。こ
の

作
業
は
、約
1
年
間
に
渡
り
、昼

夜
に
か
け
て
分
担
し
て
行
わ
れ

た
よ
う
で
あ
る
。

　

毎
年
、祭
り
は
10
月
8
日
宵

宮
、9
日
大
祭
と
し
て
巡
行
し

て
い
た
。

　

神
輿
は
御
所
車
に
乗
せ
、そ

の
前
後
を
布
団
太
鼓
が
お
守
り

舞
子
布
団
太
鼓
の
歴
史

し
な
が
ら
地
域
全
体
を
巡
っ
て

い
た
。戦
時
中
は
一
時
中
断
さ

れ
て
い
た
が
、戦
後
の
昭
和
22
年

に
復
活
さ
せ
、今
日
に
至
っ
て
い

る
。昭
和
30
年
代
初
め
頃
ま
で
、

国
道
2
号
線
で
布
団
太
鼓
2
台

が
東
西
に
分
か
れ
、練
り
合
わ

せ
や
ぶ
つ
か
り
合
い
が
夜
遅
く

ま
で
続
き
、祭
り
は
大
い
に
に
ぎ

わ
っ
て
い
た
。こ
の
ぶ
つ
か
り
合

い
で
は
、太
鼓
が
早
く
な
り
、相

手
の
屋
根
を
狙
っ
て
進
み
、屋
根

と
屋
根
と
が
組
み
合
う
。
一
方

の
屋
根
が
壊
れ
て
勝
負
が
つ
く

ま
で
行
っ
た
と
言
う
。

　
し
か
し
、昭
和
30
年
代
後
半
、

延
焼
に
よ
り
布
団
太
鼓
2
台
や

幕
、そ
の
他
一
式
が
焼
失
し
て

し
ま
い
、長
年
、神
輿
だ
け
で
秋

祭
り
を
行
っ
て
い
た
。

　

現
在
、巡
行
し
て
い
る
布
団

太
鼓
は
、明
石
市
旧
七
軒
町
の

三
枚
布
団
太
鼓
で
あ
り
、平
成

10
年
に
岩
屋
神
社
の
境
内
に
長

く
置
い
て
い
た
も
の
を
そ
の
ま
ま

譲
り
受
け
た
。布
団
締
め
、水
引

き
幕
、高
欄
掛
等
も
当
時
の
岩

屋
神
社
の
宮
司
よ
り
貰
い
受
け

た
。担
ぎ
棒
は
中
八
木
か
ら
買

い
入
れ
、大
穴
の
空
い
て
い
た
大

太
鼓
は
全
面
修
理
を
し
て
現
在

使
用
中
で
あ
る
。ま
さ
に
40
年
ぶ

り
の
復
活
で
あ
っ
た
。そ
の
後
も

西
舞
子
町
の
皆
様
方
か
ら
ご
賛

助
金
を
賜
り
、倉
の
改
築
、台
車

の
購
入
、本
体
の
修
理
等
を
実

施
し
て
い
っ
た
。さ
ら
に
、平
成

22
年
に
は
平
屋
根
型
か
ら
半
反

り
屋
根
型
へ
と
変
え
て
いっ
た
。

　

な
お
、雲
板
や
挟
間
彫
刻
等

は
、松
本
義
廣
氏
に
よ
る
明
治
39

年
作
と
記
さ
れ
て
お
り
、今
年
で

111
年
目
の
布
団
太
鼓
と
な
る
。

　

巡
行
は
、復
活
し
て
2
年
程

は
、旧
山
陽
道
の
往
復
の
み
で
、

国
道
2
号
線
及
び
舞
子
多
聞
線

の
通
行
は
な
か
な
か
許
可
さ
れ

な
か
っ
た
。3
年
目
に
は
、布
団
太

鼓
本
体
を
屋
根
、土
呂
、台
車
と

3
分
割
し
て
ト
ラ
ッ
ク
に
載
せ
、

舞
子
会
館
前
で
再
度
組
み
立
て

な
お
し
て
町
内
を
巡
行
し
た
。

　

4
年
目
に
国
道
2
号
線
を
通

り
、西
舞
子
2
丁
目
か
ら
7
丁

目
ま
で
巡
行
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
、現
在
に
至
って
い
る
。
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子
供
の
頃
か
ら
西
垂
水
、東
垂
水
の
布
団
太
鼓
を
見
て
育
ち
2
台

の
布
団
太
鼓
が
垂
水
の
秋
祭
り
を
賑
わ
せ
て
い
ま
し
た
。

当
時
祖
父
か
ら
垂
水
に
は
か
つ
て
他
に
3
地
区
の
布
団
太
鼓
が
あ

り
昔
の
秋
祭
り
は
大
い
に
賑
わ
っ
て
い
た
と
い
う
話
を
覚
え
て
ま
す
。

平
成
に
入
り
舞
子
地
区
、東
高
丸
地
区
、塩
屋
地
区
の
布
団
太
鼓
が

復
活
し
て
年
々
垂
水
区
の
秋
祭
り
が
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。こ
の

垂
水
の
布
団
太
鼓
文
化
を
後
世
に
継
承
し
、よ
り
多
く
の
方
に
垂
水
の

布
団
太
鼓
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
た
く
、垂
水
区
の
布
団
太
鼓
を
ま

と
め
た
冊
子
を
作
り
た
い
と
の
思
い
に
至
り
ま
し
た
。

冊
子
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、垂
水
区
役
所
に
ご
相
談
さ
せ
て
頂
い

た
結
果
、垂
水
郷
土
芸
術
保
存
会
の
お
力
を
拝
借
す
る
こ
と
で
実
現
に

至
り
ま
し
た
。

冊
子
の
作
成
に
様
々
な
形
で
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
皆
様
に
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

各
地
区
の
年
長
者
の
皆
様
か
ら
は
、歴
史
や
習
わ
し
な
ど
大
変
貴
重

な
お
話
を
聞
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。ま
た
各
地
区
の
青
年
会
会
長
の
皆

様
か
ら
は
、お
祭
り
を
通
し
て
地
元
地
域
と
の
絆
や
親
睦
を
深
め
、世

代
交
流
や
他
地
域
と
の
交
流
を
図
る
な
ど
、こ
の
布
団
太
鼓
を
継
承
し

て
い
く
た
め
の
工
夫
や
将
来
的
な
展
望
を
聞
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

昨
年
海
神
社
で
は
4
地
区
が
協
力
し
合
い
、4
台
の
布
団
太
鼓
が

垂
水
漁
港
に
一
同
に
会
し
、練
り
合
わ
せ
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
宮
入

が
行
わ
れ
ま
し
た
。実
に
約
60
年
ぶ
り
の
出
来
事
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、海
神
社
4
地
区
の
青
年
会
が
協
力
す
る
と
と
も
に
、

111
年
目
を
迎
え
た
舞
子
の
布
団
太
鼓
と
と
も
に
、垂
水
の
布
団
太
鼓

文
化
の
保
存
と
継
承
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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真
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）

　
吉
川
純
行
（
西
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水
地
区
）

　
松
下
源
三
（
西
垂
水
地
区
）

　
瀬
田
川
要
治
（
西
垂
水
地
区
）

　
蓼
原
幸
雄
（
西
垂
水
地
区
）

　
松
下
孝
治
（
西
垂
水
地
区
）

　
信
川
隆
（
東
垂
水
地
区
）

　
山
下
寛
（
東
高
丸
地
区
）

　
富
田
隆
義
（
東
高
丸
地
区
）

　
長
谷
川
幸
夫
（
塩
屋
地
区
）

　
冨
士
健
二
（
舞
子
地
区
）

　
塩
屋
百
年
百
景

●
製
作
協
力
者

　
細
川
雅
史
（
西
垂
水
青
年
会
）

　
信
川
隆
行
（
東
垂
水
青
年
会
）

　
追
立
俊
行
（
東
高
丸
青
年
会
）

　
岸
部
克
俊
（
塩
屋
青
年
会
）

　
酒
井
亮
一
（
布
団
太
鼓
舞
子
会
）

　
西
垂
水
財
産
区
管
理
会
の
皆
様

　
東
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管
理
会
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水
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会
の
皆
様

　
塩
屋
財
産
区
管
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会
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様

　
舞
子
財
産
区
管
理
会
の
皆
様

　
藤
本
庸
文
（
明
石
の
布
団
太
鼓
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

　
谷
林
正
紹
（
兵
庫
県
立
西
宮
高
等
学
校
教
諭
）

　
黒
田
一
美
（
兵
庫
県
会
議
員
）

　
橋
本
嘉
津
雄
（
西
垂
水
地
区
）

　
森
本
政
美
（
東
高
丸
地
区
）

　
辻
本
豊
和
（
東
高
丸
地
区
）

　
梶
内
だ
ん
じ
り
株
式
会
社

　
海
神
社

　
舞
子
六
神
社

　
北
川
武
志
（
塩
屋
青
年
会 
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会
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時
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力
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